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要旨

架空の24か所のバス停で対応させたセンサー記録から、連続した日除けが歩行動線を妨げずに正午の表面
温度を下げることが示された。
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主な成果

対応するバス停を同じ路線と日程で観測した。

連続した日除けで最大の温度低下が得られた。

はじめに

バスの待ち時間は短くても、利用者は集中的な暑熱にさらされる。本研究では、連続した上部の日陰

が比較可能な路線での曝露を変えるか検証した [1]。

方法

日陰のある12か所と対応する日陰のない12か所で、乾燥した15日間の11時から15時まで1分間隔で計測
した。路線、舗装、観測時間帯を解析前に対応させた。
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結果

連続屋根の表面温度差は中央値3.1 °Cであり、樹木による断続的な日陰は南中付近で変動が大きかっ
た。

温度比較

日陰の条件 バス停数 低下量の中央値

連続屋根 8 3.1 °C

断続的な樹陰 4 1.7 °C

図1バス停の日陰と暑熱

はじめに 方法 結果

図2ワークフロー: バス停の日陰と暑熱

対応するバス停を同じ路線と日程で観測した。[1]



運用記録

停留所 地点 日陰 n T0 (°C) T1 (°C) ΔT (°C) QC

S-08 西 屋根 8 35.2 32.1 -3.1 採用

S-12 東 樹木 4 34.6 32.9 -1.7 採用

条件,温度低下中央値_c
連続屋根,3.1

考察

連続した日陰は乗降場を囲わずに待機環境を改善できる。対応設計は地域内の関連を支持するが、単

一の夏季観測であるため他地域への一般化には限界がある。
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